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寒冷地 に適 した複合採卵養鶏の安定生産技術確立

一―育成期飼料給与法と成鶏期の期別給餌 ―
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Feeding on RIR Crossbred in Cold RegiOn
――Feed restrictiOn during growing and phase feeding during laylng stages―――

Tadanori YttMADヽ TE,  Akio AoK:  and Kamematsu MuRATA

(Iwate Prerectural Animal Husbandry Experirnent Station)

1ま え が き

東北地域の農家複合養鶏に適 した鶏種と期待されるロー

ド交雑鶏の特性を生かせる飼養管理技術を確立するために

育成期制限給餌と成鶏期期別給餌が産卵性や経済性に及ぼ

す影響を孵化期別に検討 した。

表 l 試験区分 (各 ヒナ共通 )

注 1)成鶏期の数字はCP― TDN(%)
2)1月 ビナのみ対照区は25羽 ×2の供試羽数である。

(a 試験区分及び試験期間 : 表 1の とおり

に)飼養管理 : 日常一般管理及び衛生対策は当場の慣

行に従った。

3試 験 結 果

(1)育成期の成績

育成期の成績は表 2に示 したが,試験区は制限給餌によ

り22週齢体重力測 照区に対し,755～823%に制限された。

また,飼料給与量も対照区に対 し,675%～712%と なり,

1羽当たりの育成費では208～ 215円 の費用力節 約された。

2試 験 方 法

(1)供試鶏 : 1)ノ ーリンクロス (1l X 06)

"孵
化年月 (1981年 4月  10月 ,1982

年 7月 ,1983年 1月 )

3)羽 数 (各孵化期ごと230羽 )

制限給餌による育成率への悪影響は認められず,概ね良好

であった。

●)初産期・成鶏期の成績

初産期・成鶏期の主な成績を表 3に示した。

1)4月 ヒナ

初産期・成鶏期の成績に有意差は認められないが,産卵

ピークに達する I期後半にIB感染 し,特に 4区は I期で

の産卵率の回復遅れ,Ⅳ期の暑さによる影響などで,産卵

率 日産卵量 ‐鶏卵 1″当たりの飼料費で他の試験区より

若千劣った。また, 1～ 3区は鶏卵 1″当たりの飼料費で

同様な成績を示 したが, 1区 は初産日齢が遅れたために初

産卵重で 2夕 大きく,日産卵量では1_4夕 以上優れた。

2)10月 ヒナ

初産期の成績に有意差は認められないが ,成鶏期の産卵

Ⅳ期で 2区が産卵率・日産卵量 飼料要求率で有意に劣っ

た。Ⅳ期が冬場で飼料摂取量が1273′ と多いのに産卵率

が低下したのは,寒さによるエネルギー不足をおこしたた

めと思われる。また, 2区 は全期間の産,p率でも4%以上

有意に低い値となったが,鶏卵 1″当たりの飼料費では他

試験区より3円 高い程度で経済性に大きな差はなかった。

区 分 育  成  期 点燈処理
開始日齢

期鶏成

供試羽数I

(23～ 35W)
II

(36～ 48W)
皿

(49～ 61W)
V

(62～ 74W

対 照 区

試験 1区
″ 2区
″ 3区
″ 4区

2段階切替方式+不断給餌
″  +70%体重制限

120日 齢

(日 長14時間)

16-66
14-66
14-70
16-66
18-66

16-66
14-66
14-66
16-66
18-66

16-66
14-66
14-62
16-66
16-66

16-66
14- 66

14-62
16-66
16-66

30コ]

25羽 ×2

表2 育成期 (え付～22週齢 )の成績
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表 3 初産期 成鶏期の成績

区 分 初産 日齢

(日 )

初産体重

〈′)

初産卵重

(夕 )

産卵率

(%)

飼 料
摂取量

(夕 )

飼 料
要求率

(%)

日産卵重

(′ 〉

平均卵重

(夕 )

生存率

(%)

″
り
費

卯
た料
①

鶏
当
飼

ヒナ

ヒナ

ヒナ

4月

7月

1523 1.6757 1139 2 65 430
1 182 1 1,7328 1230

″ 2区 1797 1,6801 478 1181 412 957
″ 3区 1787 1,6294 1150
″  4 1,6224 1118 392 916

(10月 ヒナ )

対 照 区 1474 1,7448 1183 912

試験 1区 164 6 1,4873 784a 120 4 2 55 47 2

″ 2区 1630 1,4946 744b 1167 2 60
″ 3区 1652 1.531 0 452 79 9a 1190 481
″ 4区 1659 1,5000 785a 1145

対 照 区 1529 1,7648 1142 271 42 1 813
試験 1区 1681b 1,6288 472 1183
″ 2区 1707a 16855 73 5 1184 265 610 91,
″ 3区 169 1ab 1,6250 1172 920
″ 4区 16'3 ab 1.6261 47 6 1137 2 54 217

対 照 区 1347 1,7302 77 0 1194 258 232

222

210

219

218

試験 1区 161 0 1.633 8 737 1207 450 611 85 7

″ 2区 1593 1.6110 1204 940
″ 3区 15,7 1.6000 1194 259
″ 4区 1653 1.6728 1217 2 54

注 1)a,b間 で 5%水準の有意差がある。
2)飼料価格 14-62%(685円 /″ ), 14-66%

16-66%(725円 /核 ), 18-66%

3)7月 ヒナ

初産期の成績では 2区が初産日齢で有意に遅くなったが

反復誤差及び平均値間差が小さいので試験処理による差で

はなく,偶然の差と考えられる。成鶏期には有意差が認め

られないが,3区が他試験区より産卵率で47%,日産卵

量で24夕 ,鶏卵 1″当たり飼料費で6円良い成績を示した。

4)1月 ヒナ

初産期 成鶏期の成績とも有意差は認められなかったが ,

成鶏期において期別給餌であると2区及び 4区がそれぞれ

産卵率で786%,778%,日 産卵量で471夕 ,480夕 とす

ぐれる傾向を示した。 2区の高産卵率は, I期の夏場に14-

70%給与のため飼料摂取量が少ないが,Ⅱ 期に環境温度が

適温になるとともに14-66%に切替えられたため,飼料摂

取量が増え,以後の高産卵に結びついたものと思われる。

また,4区 も同様に飼料の切替時期が産卵パターンに即し

ていたために高産卵率を示したものと思われる。鶏卵 1″

当たりの飼料費では, 2区 ,4区が210円 で最 もす ぐれ
,

他試験区より8円以上安くなった。

(705円 /″ ), 14-70%(715円 /″ )

(75円 /0)

4 ま  と  め

育成期の 2段切替方式により70%体重とする制限給餌は

体重の調整及び育成率に悪影響もなく,ま た育成費は各孵

化別ヒナとも1羽当たり208円以上節約され,有利な育成

方法と思われた。

成鶏期の期別給餌においては,lo月 ヒナの 2区が産卵率

で劣ったが,鶏卵 1″当たりの飼料費ではほとんど差がな

く経済性では劣らなかった。 4月  7月  1月 ヒナでは,

成鶏期の成績に有意差は認められず,14-66%一定の 1区
,

14-70%か らTDNを下げる 2区では,産卵性 経済性で

すぐれた。

以上のことから,成鶏期の給与栄養水準としては,全期

間を通じCP14%,TDN66%で充分であると思われる。

また,CP14%一定でTDN水準を変動させる場合は,環

境温度や産卵状況を考慮しないと蛋白不足やエネルギー不

足による産卵低下を招く危険がある。
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